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9時30分-15時

市役所市民相談室
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四
月
二
十
九
日
、
天
皇
誕
生
の
良
き
日
に
、
ぉ
フ
ラ
ウ
ニ

l
長
崎
県

才
七
団
の
発
団
式
が
、
大
村
市
中
央
公
民
館
で
楽
し
く
お
乙
な
わ
れ

ま
し
た
。
乙
の
日
は
、
地
元
大
村
の
ガ
ー
ル
・
ス
カ
ウ
ト
発
団
一
周

年
記
念
も
か
ね
て
、

諌
一
早
か
ら
ガ
ー
ル
・
ス
カ
ウ
ト
の
お
友
達
二
十

名
も
お
祝
い
に
か
け
つ
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

ゲームを楽しむ団員のみなさん

晴
れ
て
ブ

ラ
ウ
ニ
ー
と

な
る
少
女
た

ち
は
、
新
し

い
団
員
ピ
ン

を
胸
に
「
や

く
そ
く
」
の

ez
i
、

乙
と
ば
を
審

制
対

い
合
い
、
来

長

賓
、
ど
父
兄
・

そ
し
て
た
く

さ
ん
の
お
友

だ
ち
か
ら
祝

福
を
う
け
ま

し
た
。ひ

き
つ
づ

プ
ラ
ウ
ニ
!
と
は

ガ
ー
ル
・
ス
カ
ウ
ト
の
組
織
の
中

で
一
ば
ん
年
少
の
人
た
ち
(
小
学

二
年
J
四
年
)
の
団
の
乙
と
で
す

a

フ
ラ
ウ
ニ
ー
も
の
が
た
り
に
出

て
く
る
よ
う
に
、
人
に
か
く
れ
て

よ
い
乙
と
を
す
る
こ
び
と
の
乙
と

で
す
。
目
的
は
、
ひ
と
り
ひ
と
り

が
も
っ
て
い
る
ゆ
た
か
な
可
能
性

を
じ

?
っ
ぷ
ん
に
ひ
き
だ
し
、
社

会
に
ゃ
く
だ
た
せ
る
よ
う
育
成
す

る
こ
と
で
す
。
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市
民
体
育
館
と

住
民
セ

ン
タ
!
の
建
設

ま
た
、
父
兄
負
担
の
移
減
措
置

を
講
じ
る
と
共
に
、
本
年
度
よ
り

新
た
に
児
童
、
生
徒
か
ら
の
図
書

費
の
徴
集
を
全
廃
す
る
こ
と
と
い

た
し
ま
し
た
ゆ
な
お
、
視
聴
覚
教

育
の
重
要
性
に
か
ん
が
み
、
本
年

度
よ
り
遂
次
そ
の
充
実
を
は
か
り

た
い
所
存
で
あ
り
ま
す
。

教
育
行
政
に
つ
い
て

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
西
大
村

小
学
校
の
校
舎
改
築
や
、
プ
ー
ル

の
建
設
工
事
等
を
計
画
し
、
更
に

補
助
の
見
通
し
を
得
て
、
新
規
事

業
の
推
進
を
は
か
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

社
会
教
育
'に
つ
き
ま
し
て
は
、

特
に
人
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め

家
庭
教
育
、
青
少
年
教
育
に
力
を

注
ぎ
、
成
人
の
教
育
に
も

一
層
の

努
力
を
な
し
、

生
涯
教
育
の
確
立

に
つ
と
め
ま
す
。

こ
の
た
め
、

社
会
教
育
推
進
員

の
強
化
、
公
民
館
の
移
備
充
実
、

文
化
芸
術
活
動
の
促
進
、

郷
土
資

料
の
調
査
、
文
化
財
の
保
護
顕
彰

な
ど
に
つ
と
め
た
い
と
思
い
ま
す

更
に
、
本
年
度
は
市
民
体
育
館

を
建
設
す
る
ほ
か
、
地
区
公
民
館

的
な
性
格
の
も
の
と
、
出
張
所
を

併
設
し
た
住
民
セ
ン
タ
ー
を
建
設

す
る
よ
う
計
画
い
た
し
て
お
り
ま

す。

(教
育
委
員
会
)

消防水利の確保と

周辺地域の消防力整備

消
防
行
政

に
つ
い
て

主
と
し
て
、
消

防
水
利
の
確
保
と

消
防
団
の
装
備
に

重
点
を
お
き
、
消

火
栓
の
設
置
、
小

型
動
力
ポ
ン
プ
積

載
車
、
お
よ
び
小

型
動
力
ポ
ン
プ
を

配
備
し
、
周
辺
地

域
の
消
防
力
を
整

備
充
実
し
た
い
所

存
で
あ
り
ま
す
。

(
消
防
本
部
)

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
時
代
の

(三城小学校)近代化する学校建築

行
政
事
務

改
善
に
つ
い
て

電
子
機
器
の
開
発
等
に
よ
り
行

政
事
務
も
い
わ
ゆ
る
コ
ン
ピ

ュ
ー

タ
ー
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
合
理
化
が

予
想
さ
れ
る
の
で
、
コ

ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
を
頂
点
と
し
た
事
務
改
善
の

研
究
体
制
の
確
立
を
は
か
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。
な
お
、
課
税
業
務

の
計
算
事
務
に
つ
い
て
は
、
さ
ら

に
電
子
計
算
セ
ン
タ
ー
に
委
託
し 事

務

改

善

て、

能
率
の
向
上
に

つ
と
め
た
い

と
思
い
ま
す
。

ま
た
、

執
務
環
境
の
整
備
に
よ

り
能
ぶ
の
向
上
を
は
か
る
た
め
、

市
庁
舎
の
全
館
冷
房
を
ほ
ど
乙
し

た
い
と
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
、
市
制
施
行
三
十
周
年

記
念
事
業
の

一
環
と
し
て
、
市
制

三
十
周
年
誌
の
編
さ
ん
を
い
た
し

た
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

(
総
務
課
)

医
療
給
付
の

適

正

を

国
民
健
康
保
険

事
業
に
つ
い
て

適
正
な
医
療
費
の
見
積
り
と
歳

入
の
確
保
、
及
び
、
一

般
会
計
よ

り
繰
り
入
れ
に
よ
っ
て
、
保
険
税

は
昨
年
度
当
初
予
算
と
ほ
ぼ
同

一

額
に
お
き、

事
業
の
運
営
を
は
か

る
乙
と
に
よ
り
、
被
保
険
者
の
医

療
給
付
の
適
正
を
期
し
た
い
と
存

じ
て
お
り
ま
す
。

(
保
険
年
金
課
)

公
害
行
政
の

調
査
研
究

公
害
対
策
に
つ
い
て

昨
年
十
二
月
十
五
日
か
ら
大
村

市
公
害
対
策
協
議
会
を
設
置
し、

公
害
行
政
の
連
絡
調
整
、
調
査
、

研
究
等
に
あ
た
り
、
本
年
二
月
一

日
よ
り
市
民
相
談
室
内
に
窓
口
を

設
け
、
公
害
等
に
対
す
る
相
談
に

応
じ
る
ほ
か
、
調
査
、
測
定
等
に

も
従
事
さ
せ
る
乙
と
に

い
た
し
て

お
り
ま
す
。

(
企
画
室
)
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他
人
ご
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
ぷ
滞
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山
ベ
日
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傷
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通
ミ
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一
…

……市一一
一一
日

り

毎
日
の
よ
う
に
痛
ま
し
い
交
通

事
故
が
く
り
か
え
さ
れ
、
平
和
な

家
庭
の
幸
福
が
失
わ
れ
て
い
ま
す

市
民
交
通
傷
害
保
険
は
四
月
一

日
か
ら
本
年
度
分
が
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
ま
だ
加
入
さ
れ
て

い
な
い
家
庭
は
全
員
い
ま
す
ぐ
に

加
入
手
続
き
を
社
会
課
ま
た
は
各

出
張
所
で
す
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

加
入
で
き
る
人

大
村
市
内
に
住
所
/住
民
登
録
)

の
あ
る
か
た
は
、
ど
な
た
で
も
、

い
つ
か
ら
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

大
村
市
内
に
住
所
の
な
い
市
外

か
ら
の
通
勤
者
は
加
入
で
き
ま
せ

ん。保
険
金
が
支
払
わ
れ
る
場
合

日
本
国
内
に
お
い
て
車
両
(
自

動
車
、
モ
ー
タ
ー
バ
イ
ク
、
自
転

車
、
荷
車
な
ど
)
に
乗
ヮ
て
い
て

衝
突
し
た
り
、
つ
い
落
、
て
ん
覆

し
た
り
し
た
事
故
、
ま
た
歩
い
て

い
て
こ
れ
ら
の
車
両
に
は
ね
ら
れ

た
り
し
た
事
故
の
と
き
で
す
。
た

だ
し
電
車
、
汽
車
、
航
空
機
、
船

舶
な
ど
に
よ
る
事
故
は
支
払
い
の

対
象
に
な
り
ま
サ
ん
。

おおむ市政だより(3) 

保
険
料
は

ひ
と
り
四
百
八

十
円
(
一
年
分
)

で
、
五
月
以
降
の

中
途
申
し
込
み

は
、
月
割
四
十
円

で
す
。

支
払
わ
れ
る
保
険
金
は

ω亡
く
な
ら
れ
た
と
き
(
事
故
に

あ
っ
た
日
か
ら
百
八
十
日
以
内
に

そ
の
傷
害
が
も
と
で
)
・
:
・
五
十

万
円

凶
け
が
を
し
て
、
失
明
し
た
り
、

片
手
ま
た
は
片
足
を
失
っ
た
と
き

な
ど
(
事
故
に
あ
っ
た
日
か
ら
百

八
十
日
以
内
に
そ
の
傷
害
が
も
と

で
)
:
:
・
三
十
万
円

聞
け
が
を
し
て
、
医
師
の
治
療
を

受
け
た
と
き

治
療
期
間
六
カ
月
以
上
・••... 

六
万
円

治
療
期
間
五
カ
月
以
上
六
カ
月

未満・・・
・・
・
五
万
円

大
村
市
議
会
議
員
の

当
せ
ん
証
書
を
授
与

大
村
市
選
挙
管
理
委
員

会
で
は
、
大
村
市
議
会
議

員
選
挙
で
当
せ
ん
さ
れ
た

三
十
名
の
か
た
が
た
の
当

せ
ん
証
書
授
与
式
を
、
四

月
二
十
七
日
午
後
二
時
よ

り
市
役
所
大
会
議
室
で
行

な
い
ま
し
た
。
選
挙
の
結

果
は
、
有
権
者
数
三
万
五

千
七
十
五
人
、
投
票
者
数

三
万
一
千
三
百
十
九
人
、

投
票
率
は
八
十
九
、
二
九

%
(
前
回
は
八
十
七
、
六

九
%
)
で
し
た
。

d 

治
漬
期
間
四
カ
月
以
上
五
カ
月

未
満
・
・
・
・
・
・
四
万
円

治
療
期
間
三
カ
月
以
上
四
カ
月

未
満
・
・
・
・
・
・
三
万
円

治
療
期
間
二
カ
月
以
上
三
カ
月

未
満
・
・
二
万
円

治
嵐
期
間
一
カ
月
以
上
二
カ
月

未
満
;
:
:
一
万
円

治
療
期
間
一
週
間
以
上
一
カ
月

未
満
・
:
:
五
千
円

治
療
期
間
一
遇
間
未
満
:
・
一

二
千
丹

治
療
期
間
と
は
「
け
が
を
し
た

日
か
ら
平
常
の
業
務
に
従
事
す
る

乙
と
が
で
き
る
程
度
に
快
復
し
た

日
ま
で
」
を
い
い
ま
す
。

軽
自
動
車
税
の

納
税
通
知
書
を
発
送

福田委員長より当せん証書の授与

軽
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
を

五
月
十
三
日
ご
ろ
発
送
し
ま
す
。

も
し
、
と
ど
か
な
か
っ
た
り
、

わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
課
税
課
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い

な
お
本
年
か
ら
電
子
計
算
機
に

よ
り
作
成
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

あ
て
名
を
カ
タ
カ
ナ
で
回
字
し
て

お
り
ま
す
。

あ
て
名
は
、
申
告
書
の
フ
リ
ガ

ナ
を
も
と
に
作
成
し
て
お
り
ま
す

が
、
も
し
読
み
違
い
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
課
税
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

今

日

に

生

き

る

女

性

1

1

そ

の

出
か

解せ
ぎ

決問
題

はの

出
か
せ
ぎ

援
護
相
談
所
へ

最
近
、
金
融
の
引
き
締
め
、
景

気
の
停
滞
な
ど
に
よ
っ
て
事
業
を

縮
少
す
る
事
業
所
や
倒
産
に
追
い

乙
ま
れ
、
出
か
せ
ぎ
労
働
に
従
事

さ
れ
る
万
の
賃
金
を
ふ
み
倒
し
た

り
、
じ

ゅ
う
ぶ
ん
な
労
働
災
害
補

償
を
し
な
い
企
業
が
増
え
は
じ
め

ま
し
た
。

被
害
を
う
け
た
方
や
労

権

利

と

車
貝

任

会場をうずめた婦人会の皆さん

花
の
季
節
も
終
り
を
つ

げ
た
四
月
二
十
七
日
午
前

十
時
、
大
村
市
連
合
婦
人

会
の
総
会
が
市
民
会
館
で

盛
大
に
お
こ
な
わ
れ
ま
し

た。
新
役
員
の
紹
介
、
会
計

報
告
、
新
年
度
の
予
算
等

慎
重
に
審
議
さ
れ
、
ひ
き

つ
づ
き
講
演
に
う
つ
り
、

午
後
か
ら
は
コ
ー
ラ
ス
、

民
踊
等
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
を
楽
し
み
、
意
義
あ
る

大
会
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た

働
条
件
等
に
ど
不
満
の
方
は
、
早

め
に
左
記
へ
ど
相
談
く
だ
さ
い
。

雇
用
促
進
事
業
団
東
京
支
部

東
京
出
か
せ
ぎ
援
護
相
談
所

東
京
都
台
東
区
東
上
野
三
ノ
一
四

(
上
野
駅
正
面
玄
関
か
ら
徒
歩
五

分
)
電
話

O
三
l
八
三
一

i
五

八
八
七

横
浜
出
か
せ
ぎ
援
護
相
談
所

横
浜
市
神
奈
川
区
台
同
六
五

(横
浜
駅
西
口
か
ら
徒
歩
七
分
)

電
話

O
四
五

l
一二一一

l
六
一

一
七



白

川

門

H
U
川
川

R
A
川

F
h
J

川

年
川

p
n
v
川
山

A
I
川

和
川

昭
川

(4) 

婦ぃτw
持溺ぷ建
γ ヌミ

りおおむ市政だより

各
コ

l
ス
と
も
六
月
上
旬
よ
り

来
年
三
月
ま
で
行
な
い
ま
す
の
で

希
望
者
は
五
月
三
十
一
日
ま
で
に

地
区
婦
人
会
か
市
中
央
公
民
館
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

受
講
料
は
い
り
ま
せ
ん
。

④
料
理
コ
ー
ス

毎
月
第
一
水
曜
日

@
コ
ー
ラ
ス
コ

l
ス

毎
月
第
二
、
四
水
曜
日

@
家
庭
の
生
活
設
計
コ

l
ス

毎
月
第
二
月
曜
日

@
茶
道

コ
l
ス

(
B
組
)

毎
月
第
二
、
四
水
曜
日

④
一
般
教
養
コ

l
ス

毎
月
第
一
木
曜
日

④
社
会
学
級

毎
月
第
三
月
曜
日

@
生
活
学
校

毎
月
第
四
月
曜
日

各
コ

1
ス
と
も

時
聞
は
午
前
十
時
か
ら
二
時
間

会
場
は
大
村
市
中
央
公
民
館

@
読
書

コ
i
ス

二
十
五
日

午
後
一
時
三
十
分
か

ら
二
時
間

会
場
大
村
市
中
央
公
民
館

④
洋
裁

コ
l
ス

毎
週
水
曜
日

時
間
午
後
一
時
三
十
分
か

ら
二
時
間

ム
E
場
滝
野
高
等
洋
裁
学
校

④
茶
道
コ

l
ス

(
A
組
)

毎
月
第
二
、
四
金
曜
日

時
間
午
前
十
時
か
ら
二
時

間

ー金振及忌ん直し育書 さつ英百の助画
黒 一 興 び 明は今てに館 玖れ 干文科教さ東
丸封費福に 、富い役に島ま τ#辞育ん三
郷 をと重あ亡郷ま立陳中しノJ "O'典振は 城
の。し小た母のすた列学 t:円考全興、町
岩 て学 りツ武。せし校 z翌 書 二の玖の
添 そ校郡 イ田 る生で 三三十 た 島 平
光 れへ中さ定 こ徒は を十 巻 め中山
治 ぞ教学ん雄 と の 、 寄ー及英学久
さ れ育校のさ に教図 付巻び文校之

す口寄男画どーな画金亡軍祉卒-~のん
。用贈女大寄部さ富一夫玖事業年大 ー は

とが別村 付 を んの封虎島業生八村部病
しあにラい 子 は 原 を ー 郷費送組高を気
てり 三イた供廃 郷 清 さのへ別の 等清全
活 、個 オ だ の品の 和ん小 。会生 学和快
用市ずンき家回若園の野 2徒校圏に
しでつズまへ収 潮 へ忌ハ 残ののへ当
ァはのクし。の子。明ツ 金みー。た
よ市老ラたそ利 供 にネ をな年 り
相 民 眼 ブ。れ益会 あさ 社さ 二 見
り課 鏡 よ ぞ金の たん 会ん組 舞
ま 窓のり れのみ りは 揺はと 金

、~、，..，、'"、かd、炉、，。
だ課そ
さ用の
い 度他
。係詳

lこ細
おに
問つ
いい
合て
わは
せ会
く計

毎
月

時
間

ご寄付ありがとうございました

会
場
本
経
寺

※
く
わ
し
い
乙
と
は
市
中
央
公
民

館

(
電
話
四
一
ニ
一
二
番
)
へ
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

不
用
品
を
公
売

。
日
時
五
月
十
七
日
午
後

時
か
ら
午
後
二
時
ま
で

。
場
所

大
村
市
役
所
裏
庭

。
公
売
物
件
バ
キ
ュ
ー
ム
車
、

バ
イ
ク
、
自
転
車
、
宛
名
印
刷

機
、
手
動
計
算
機
、
輪
転
謄
写

機
、
裁
断
器
、
ク
イ
ッ
ク

コ
ピ

ー
、
複
写
器
、
両
袖
机
、
片
袖

机
、
平
机
、
長
机
、
脇
机
、
い

す
、
折
り
た
た
み
い
す
、
戸

棚
、
金
額
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
、

煙
霧
消
毒
機
、
謄
写
版
、
繋
理

戸
棚
、
電
気
コ
ン
ロ
、
ガ
ス
ス

ト
ー
ブ
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
、
石

炭
ス
ト
ー
ブ
、

重
油
タ
ン
ク
、

釜
、
平
釜
、
消
防
ホ

l
ス
ほ
か

。
入
札
方
法

一
般
競
争
入
札
。

。
入
札
保
証
金
入
札
金
額
の
百

分
の
五
以
上
で
現
金
と
す
る
。

。
開
札

入
札
終
了
後
直
ち
に
行

な
う
。

。
代
金
納
入
方
法

即
納
と
す
る

。
落
札
物
件
の
引
き
取
り
代
金

納
入
後
引
き
取
る
も
の
と
し
、

午
後
五
時
ま
で
に
完
了
す
る
こ

'と。市
民
大
学

家
庭
教
育
講
座

ム
と
き
五
月
二
十
五
日
よ
り
六

月
二
十
九
日
ま
で
、
毎
週
火
曜

日
午
後
七
時
よ
り
九
時
ま
で
六

回
ム
と
こ
ろ

大
村
市
中
央
公
民
館

ム
対
象
子
ど
も
を
も
っ
市
内
在

住
の
両
親

ム
人
員
四
十
人

ム
内
容
幼
児
か
ら
青
年
期
ま
で

の
子
ど
も
の
心
理
を
理
解
す
る

た
め
の
誰
に
も
わ
か
る
や
さ
し

い
心
理
学

ム
講
師
長
崎
大
学
教
授

川
崎

宏

氏

ム
申
し
込
み
五
月
二
十
二
日
ま

で
(
先
着
順
で
締
め
切
り
ま
す
)

希
望
者
は
、
氏
名
、
生
年
月
日

住
所
、
勤
務
先
(
電
話
)
を
記

入
し
て
ハ
ガ
キ
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

ム
条
件
全
講
座
に
出
席
で
き
る

熱
意
の
あ
る
人

ム
申
込
先
大
村
市
久
原
郷
一
の

て
大
村
市
中
央
公
民
館

ム
受
講
料
無
料

春

の

殉

国

者

慰

霊

マ
日
時
五
月
二
十
日

午
前
十
時
三
十
分
閉
式

マ
場
所
県
忠
霊
塔

参
列
さ
れ
る
遺
族
の
か
た
の
遺

族
章
は
、
各
地
区
遺
族
世
話
人
を

通
し
て
配
付
し
て
お
り
ま
す
が
、

も
し
届
か
な
い
か
た
が
あ
り
ま
し

た
ら
社
会
課
、
各
出
張
所
ま
た

は
、
遺
族
会
で
お
受
け
と
り
く
だ

さ
い
。

祭

一
部
進
歌
の
お
題

「
山
』

昭
和
四
十
七
年
歌
会
始
め
の
お

題
及
び
詠
進
要
領
が
つ
ぎ
の
と
お

り
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

一
、
お
題
「
山
」

歌
の
中
に
「
山
」
の
文
字
が
な

く
て
も
富
士
、
ア
ル
プ
ス
、
ヒ

マ
ラ
ヤ
等
山
の
名
が
あ
れ
ば
よ

く
、
ま
た
山
の
情
景
が
歌
に
よ

み
込
ま
れ
て
い
れ
ば
よ
ろ
し
い

二
、
要
領

ω一
人
一

首
限
り
と
し
、
未
発
表

の
歌
で
あ
る
こ
と
。
二
首
以
上

詠
進
し
た
場
合
は
失
格
。

間
用
紙
は
半
紙
と
し
、
毛
筆
で
自

書
の
こ
と
。
白
書
で
き
な
い
場

合
は
理
白
書
を
添
え
る
こ
と
。

問
書
式
は
、
半
紙
を
横
に
二
つ
折

り
に
し
、
右
半
面
に
お
題
と
歌

左
半
面
に
住
所
、
氏
名
(
本
名

ふ
り
が
江
)
生
年
月
日
及
び
職

業
(
具
体
的
に
)
を
書
く
乙
と
。

凶
詠
進
の
期
間

九
月
一
日
か
ら
十
月
十
一
日

間
郵
便
の
宛
先

「
則
東
京
都
千
代
田
区
一
番
一

号
宮
内
庁
」
と
し
、
封
筒
に「
詠

進
歌
」
と
書
き
添
え
る
乙
と
。

刷
そ
の
他
、
書
式
、
職
業
の
書
き

方
な
ど
く
わ
し
い
乙
と
は
市
教

委
社
会
教
育
課
へ
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。
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